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は
じ
め
に

北
朝
鮮
の
金
正
日
総
書
記
が
二
〇
一
一
年
末
に
死
去
し
、
そ
の
波
紋
が
広
が
る
な
か
で
迎
え
た
二
〇
一
二
年
、
東
ア

ジ
ア
情
勢
は
激
動
含
み
の
局
面
に
入
っ
た
。
北
朝
鮮
の
後
継
者
で
あ
る
三
代
世
襲
の
金
正
恩
政
権
の
安
定
度
が
不
透
明

で
あ
る
う
え
、
今
年
が
朝
鮮
半
島
情
勢
を
左
右
す
る
東
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
が
相
次
ぎ
交
代
や
選
挙
の
試
練
を
受
け
る

ス
ー
パ
ー
イ
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

と
く
に
、「
強
盛
大
国
」
を
め
ざ
す
金
正
恩
政
権
の
進
路
が
注
目
さ
れ
る
状
況
下
、
北
朝
鮮
問
題
の
解
決
と
地
域
の

安
定
を
促
す
た
め
に
は
日
韓
米
の
緊
密
な
連
携
と
中
ロ
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
日
本
、
韓
国
、

米
国
、
中
国
の
専
門
家
が
講
演
・
報
告
・
討
論
を
行
っ
た
。
本
書
は
、
聖
学
院
大
学
大
学
院
・
聖
学
院
大
学
総
合
研
究

所
主
催
で
二
〇
一
二
年
二
月
二
五
日
、
東
京
・
駒
込
の
女
子
聖
学
院
ク
ロ
ー
ソ
ン
ホ
ー
ル
で
開
い
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
民
主
主
義
――
北
朝
鮮
問
題
へ
の
協
力
体
制
：
課
題
と
展
望
」（
助
成
：
国
際
交
流
基

金
、
後
援
：
朝
日
新
聞
社
）
の
予
稿
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
は
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
「
日
韓
現
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
二
〇
〇
三
年
か

ら
毎
年
、「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
民
主
主
義
」
と
い
う
巨
視
的
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
北
朝
鮮
問
題
を
中
心
に
日
韓
関
係
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も
サ
ブ
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
き
た
。
二
〇
一
二
年
の
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ち
ょ
う
ど

一
〇
回
目
の
節
目
に
あ
た
り
、
北
朝
鮮
新
体
制
の
ゆ
く
え
と
東
ア
ジ
ア
関
係
国
の
新
た
な
位
相
や
戦
略
が
絡
ん
で
、
朝

鮮
半
島
情
勢
が
注
視
さ
れ
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
ア
ジ
ア
は
中
国
の
台
頭
に
示
さ
れ
る
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
に
直
面
し
、
地
域
の
新
た
な
秩
序
を

ど
う
形
成
す
る
か
が
最
大
の
課
題
だ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
金
正
恩
政
権
の
「
先
軍
政
治
」
に
よ
る
内
政
・
外
交
・

軍
事
・
経
済
の
現
状
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
見
通
し
や
改
革
可
能
性
が
考
察
さ
れ
、
軍
事
的
な
緊
張
を
抱
え
る
韓
国

と
の
南
北
関
係
の
展
開
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
。
大
統
領
選
挙
を
控
え
る
米
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
の
シ
ナ
リ
オ
、
六
者

協
議
の
再
開
か
ら
多
国
間
安
全
保
障
協
議
へ
と
つ
な
げ
る
道
筋
も
考
究
さ
れ
た
。
拉
致
問
題
で
国
交
正
常
化
交
渉
が
止

ま
っ
た
日
本
が
日
朝
関
係
を
打
開
す
る
方
策
も
検
討
さ
れ
た
。
他
方
、
北
朝
鮮
へ
の
影
響
力
を
強
め
る
中
国
が
金
正
恩

政
権
の
軟
着
陸
を
支
援
す
る
と
の
見
方
や
、
経
済
支
援
で
北
朝
鮮
に
接
近
す
る
ロ
シ
ア
の
動
き
が
報
告
さ
れ
た
。
一
方

で
、
東
ア
ジ
ア
で
は
歴
史
問
題
を
巡
っ
て
関
係
国
の
立
場
に
対
立
や
ず
れ
が
目
立
つ
と
い
う
地
域
安
定
の
阻
害
要
因
の

克
服
に
つ
い
て
も
討
論
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
括
で
は
、
北
朝
鮮
が
改
革
開
放
に
進
む
よ
う
、
と
く
に
日
韓
米
の
戦
略
的
な
協
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
原
爆
と
大
震
災
を
経
験
し
た
日
本
は
地
域
協
力
へ
の
新
た
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ

れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
日
韓
の
政
府
関
係
者
、
北
朝
鮮
系
の
在
日
学
者
、
北
朝
鮮
問
題
専
門
家
た
ち
が
出
席
し
、
主
要

メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も
含
め
て
国
内
で
の
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
最
多
の
一
八
二
人
が
参
加
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。
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本
書
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
の
平
和
形
成
と
民
主
主
義
の
実
現
に
向
け
て
問
題
解
決
へ
の
有

効
な
ス
テ
ッ
プ
を
刻
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
日
韓
現
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー

康　
　

仁　

徳

小
田
川　

興
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